
1 
 

◎福祉援護センターの就労移行支援事業の廃止について 

 【障害福祉課】 

１ 廃止する理由 

福祉援護センター第１かがみ田苑（指定管理者：社会福祉法人横須賀市社

会福祉事業団）の「就労移行支援事業」については、令和３年度の利用者の

見込みがないことなどにより、令和３年４月１日から休止としました。 

その後、今後の運営の在り方について、「福祉援護センターのあり方に関

する懇話会」（以下「懇話会」という。）を設置し、福祉関係者や教育関係

者等から意見聴取を行いました。 

当該懇話会では、以下の２点の意見がありました。  

（１）市内の就労移行支援事業所が増加したことにより、利用者が通所のし

やすさや自分に適した訓練内容などにより事業所を選択できるようにな

ったこと 

（２）  平成 23 年当時、市内に就労移行支援事業所が１か所もなかった中で、

最初に開所した意義はあるが、現在は民間の事業所が切磋琢磨して

おり、福祉援護センター第１かがみ田苑は公立としての任務は終え

てよいのではないか  

 

懇話会での意見を参考に、市では今後も新たな利用者の確保が難しいこと

を勘案し、令和３年度末で就労移行支援事業を廃止いたします。  

 

２ 廃止予定日 

令和４年３月31日  

（条例改正については、令和３年４月１日からの「就労移行支援事業」の

休止により削除しているため、条例改正はいたしません。） 

 

３  福祉援護センターのあり方に関する懇話会について 

福祉援護センターの今後のあり方について、学識経験者や地域における障

害福祉に関する関係者等との意見交換を目的として、懇話会を設置し、令和

３年度に３回（７月、10月、12月）、重点的に就労移行支援事業のあり方に

ついて御意見を頂きました。 
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委員構成等 ８名（外部委員５名、内部委員３名） 

 氏名 所属・役職 

委員長 岸川 学  神奈川県立保健福祉大学 講師 

委員 佐久間 朋子 神奈川県立武山養護学校 教諭  

委員 永田 太一 神奈川県立岩戸養護学校 教諭 

委員 海原 泰江 横須賀・三浦作業所連絡会 会長  

委員 吉田 洋平 ミラークよこすか 施設長 

委員 葛貫 博之 
民生局 こども家庭センター 

こども家庭支援課長  

委員 富澤 真由美 
教育委員会事務局 学校教育部 

支援教育課課長 

委員 佐藤 洋志 民生局 福祉部障害福祉課課長 

 

４ 市内事業所の利用状況（令和３年９月１日現在） 

 （単位：人） 

 事業所名 利用者数 定員 備考 

１  フードプランニング ０ ６   

２  ミラークよこすか 19 20  

３  ペガサス横須賀センター 11 20  

４  ココルポート横須賀 26 20  

５  
ココルポート横須賀 

第２office 
22 20  

６  プレップ ワークス 堀之内 ２ 20 R2.9.1 開設 

７  ウェルビー 横須賀中央駅前 17 20 R2.12.1 開設 

合計 97 126  

※利用者数については、事業所と契約している人数  


